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（表紙説明）分子質量 7000 万ダルトンの巨大な二重殻ウイルスであるイネ萎縮ウイルスの立体構造決定（右上：イネ萎縮ウイルス結晶の回折イメージの
例。今回の構造解析では通常の回折強度データに加えて，200 Å以下の超低分解能の回折強度データも利用した。左：ウイルス粒子を外側か
ら見た図。外殻の一部をはずして内殻が見えるようにしてある。右下：イネ萎縮ウイルスの二重殻構造の断面。正二十面体対象の 5回軸周
りに RNA結合に関連した P7 タンパク質の短いフラグメント（球殻内部にみえる緑色の部分）が見えている。（最近の研究から「イネ萎縮
ウイルスの立体構造決定」より）


